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研究成果の概要（和文）： 
	
 本研究は，京都を主とする名勝地を対象とし，地形が特徴づける景域（地形景域）の構造を，
開度の概念に基づく地形的囲繞の定量的評価を通じて明らかにした．京都東山の寺社や名勝地
の多くが近距離の山に囲繞された景域（主に囲繞角 90 度以上，囲繞距離 500m 以内）に立地
していることを示し，地形的囲繞の面的広がりと場所ごとの変化ならびに局所性を示した．ま
た，このような山によって囲繞された空間条件を活用した景観構成手法を示した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
	
 This	
 study	
 aims	
 at	
 clarifying	
 the	
 landscape	
 structure	
 and	
 its	
 visual	
 characteristics	
 
of	
 the	
 mountain	
 district,	
 especially	
 in	
 Kyoto,	
 by	
 evaluating	
 topographic	
 enclosure	
 by	
 
Openness	
 and	
 visualizing	
 a	
 distribution	
 pattern	
 of	
 topographic	
 enclosure.	
 The	
 results	
 
indicated	
 that	
 the	
 area	
 strongly	
 enclosed	
 by	
 mountains	
 ranged	
 locally	
 in	
 the	
 bottom	
 of	
 
mountains	
 and	
 most	
 of	
 temples	
 and	
 scenic	
 places	
 located	
 in	
 these	
 enclosed	
 spaces.	
 It	
 is	
 
found	
 that	
 the	
 spatial	
 compositions	
 in	
 scenic	
 places	
 imply	
 a	
 traditional	
 landscape	
 design	
 
method	
 of	
 using	
 topographic	
 conditions	
 and	
 landscape	
 characteristics.	
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2010 年度 1,300,000	
 	
 	
 390,000	
 1,690,000	
 

2011 年度 1,100,000	
 	
 	
 330,000	
 1,430,000	
 

2012 年度 1,000,000	
 	
 	
 300,000	
 1,300,000	
 

総	
 計 3,400,000	
 1,020,000	
 4,420,000	
 

	
 

 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：土木計画学・交通工学 
キーワード：地理情報システム（GIS），山裾地形，敷地デザイン手法，歴史的名所・風景地， 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 眺望景観 
 
１．研究開始当初の背景 
 
	
 山や都市構造物の見え方に関する景観工
学分野の研究成果は，これまでの景観政策
（眺望計画の規制誘導など）を理論的に支え
てきた．しかし一方で，それらの多くが視点
場と視対象を一対として捉える「一点透視

図」的な景観の捉え方をしているために，眺
望景観の計画の考え方もその枠を出ていな
い．眺望景観の計画においては，同様の見え
方をする範囲や見え方の変化を，地区全域に
わたる領域的・網羅的な評価の必要があるが，
その計画手法に示唆を与えるような研究は
きわめて少ない．本研究は，GIS を援用し，
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地形が形成する景観特性を地区レベルで評
価し，その手法を示すことで，これからの景
観計画，眺望計画のための新たな理論的基盤
と実践的手法を示すことをめざした． 
 
２．研究の目的 
 
	
 本研究は,近年の景観計画における新たな
課題である眺望景観や地域に固有な地形景
観の質的評価の理論的基盤を構築すること
をめざして,景域の骨格をなす「地形」が形成
する景観特性の評価と,その特性を活かした
敷地デザイン手法の解明を目的とした. 
	
 そこで京都をはじめとした歴史的名所・風
景地を研究対象として，地形が形成する景観
特性を評価し，その評価システムを構築する
とともに，地形特性を活かした敷地デザイン
手法の解明を行うことを目的とした．これに
より，大規模な地形改変を必要とせず，自然
環境に対する負荷をかけずに，良好な景域の
形成を実現する計画手法を明らかにした． 
 
３．研究の方法 
1）山裾地形が形成する景観特性の定量評価
システムの構築 
	
 GIS を援用し，地形が形成する景観特性を
定量的に評価し，かつ分かりやすく図示化す
ることをめざした．地形解析にあたっては，
10m メッシュの精度の標高データ（国土地理
院が全国整備する数値地図）を用いて，周囲
の仰角を自動計測して囲繞度分布図を出力
するプログラムを開発し，この結果と地形の
透視形態や可視領域図等を基礎データとし
て，景観領域の規模，その囲繞特性，眺望特
性などについて，定量的・定性的な分析を行
った． 
	
 具体的には，地形的囲繞に基づく景観特性
を定量的にかつ領域的に把握するために，本
研究では「開度」という概念 )（横山ほか，
1999）を応用し，地形の見え方に基づき景域
特性を把握するために“囲繞角”と“囲繞距離”
の 2 つの指標を新たに定義した．囲繞角とは
山の仰角がある一定以上で見える範囲の山
の水平見込角であり，囲繞距離とは山の仰角
がある一定以上で見える範囲の山までの距
離の平均である．囲繞角は地形による囲繞の
程度や視覚的な閉鎖性を表し，囲繞距離は地
形によって囲繞された領域の規模を表す． 
 
2）眺望創出における敷地デザイン手法の解
明と，データベースの構築 
	
 京都をはじめとする歴史的名所・風景地を
研究対象として，地形を含めた自然環境と人
工物の関係に着目し，地形特性と連関した眺
望景観の創出および敷地デザインに関する
ケーススタディを行った．各対象地に関する
絵図資料や図面資料，文献資料の読み解きを

通じて，近世から現代にかけての敷地空間の
構成，すなわち敷地造成，建築と庭園の配置
構成，植栽などの把握を行った．現存する場
所に関しては，実地調査を行い，敷地空間の
時代変化を把握した．これらを基礎資料とし
て，近世以降の名所・風景地の景観を 3 次元
景観シミュレーションにより復元した上で，
１）で得られた結果と合わせた考察を通じて，
眺望創出のための敷地デザインの詳細を明
らかにした． 
 
４．研究成果 
 
	
 地形が特徴づける景域の構造，すなわち地
形景域を評価するため，開度の概念を援用し，
地形による囲繞の程度やその空間規模を“囲
繞角”と“囲繞距離”の 2 つの指標を用いて定
量評価を行う手法を開発した．（次ページ，
図参照） 
	
 これらの指標の面的広がりやその変化の
考察を通じて，地形景域の構造の把握ならび
に名勝地の立地特性，景観構成手法の考察を
行った．その結果，山並みによる囲繞と谷や
峰による囲繞の双方を確認するとともに，
『都林泉名勝図会』に山容が描かれた東山の
名勝地のほとんどが，近距離の山に囲繞され
た近・中景の景域にあり，なかでもその多く
が囲繞角（仰角 9 度以上）90 度以上，囲繞距
離 500m 以内にあったことを示した．また，
南禅寺や清水寺においては地形を境界とし
て囲繞された領域の存在を確認し，囲繞角
（仰角 9 度以上）90 度以上の範囲と境内の範
囲とが概ね重なることを示した． 
	
 また，これらの名勝地において，地形によ
る囲繞を前提とする様々な景観構成がみら
れたことを示した．近景囲繞景域の庭におい
ては，背後の谷や連続的な山並みを妨げない
開放的な視点場空間の構成が目立った．中景
囲繞景域の庭においては，背景となる山まで
の連続した斜面と添景となる建造物を見せ
る構成，山までの間を見せない見切りの構成，
山並みへの俯瞰を見せる開放的な平場を設
ける構成，がみられた．名勝地の景観構成上，
地形による囲繞を活用することによって生
じた利点は，1) 境内や社寺の敷地に限定され
ない，より広く奥行きのある庭園空間を実現
すること，2) 連続的な山並みを眺望し，雄大
な眺めを得ること，3) 視点場空間の開放性を
得ること，であった．このように，宗教空間
の形成上の特徴である地形による囲みとい
う地形景域の特性を利用した景観構成によ
って，名勝地の眺めが生み出されていたこと
を示した． 
	
 



	
 

図	
 京都東山（円山〜清水周辺）における囲繞距離分布（左）と囲繞角分布（右） 
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